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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜挨拶＞
　寿都町　町長の片岡です。
　寿都町では平成元年より風力発電に取り組んでおり、その取組についてご紹介させていただきます。
（クリック）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜風力発電設備の導入経緯＞
　寿都町は、風が強いのが有名で、特に春から夏にかけて噴火湾から狭い渓谷をぬって吹きぬけてくる南南東の強風（「だし風」）と秋から冬にかけて吹き荒れる北西の季節風が漁業や農業に悪影響を与える悩みの種となっていました。
　こうした中、その風をまちづくりに生かそうという逆転の発想により、クリーンなエネルギーを生み出す風力発電に注目し、風力発電施設を建設してきました。

　風力発電設備の導入につきましては５期にわたって建設してきております。

　まず、平成元年に全国自治体初の風力発電所として中学校への電力供給を目的に建設しましたが、当時、風力発電に関する技術やガイドライン等もほとんど整備されておらず、職員も専門的な知識を有していなかったことから、結果的に失敗に終わりました。
（クリック）

　最初に建設した風力発電所は失敗という結果となってしまいましたが、この風力発電所の取り組みにより様々な点を学ぶことができ、その後の風力発電設備の建設に向けてこのような3点について学ぶことが出来ました。
（クリック）

（上記の説明）

　これら学んだことを活かし、先ほどの吉田先生のご説明にもありましたとおりステップバイステップで平成11年に230ｋｗを1基、（クリック）平成15年に600ｋｗ3基、平成19年に1990ｋｗ5基、平成23年に2300ｋｗ2基を導入しており、現在は11基、総出力で16580ｋｗの風力発電が稼動しております。
（クリック）　
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　続いて、先ほど失敗で学んだ3点についてご説明させていただきましたが、その中のメンテナンスについてですが、寿都町ではメンテナンスに関して、定期的な点検はもちろんですが故障の対応や、予防的補修等の内容も含め包括契約によるメンテナンス体制を取っておりまして、設備稼働率は、非常に高い状況で推移しているところであります。
（クリック）

寿都町では稼働率を９５％以上を目標値に現在管理しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　続いて、ＦＩＴ制度導入により増収した売電益の使い道でありますが、今年度の予算では約3億７千万円程の収益を見込んでおり、産業振興や町立診療所の運営経費や町民への還元等幅広く利用しているところであります。
（クリック）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　最後に、今後の課題といたしまして、Ｈ23年に導入いたしまいた風太風力発電所の増設の際の事例をご説明させていただきたいと思います。
　
　まず、風力発電に関してはご覧のとおり電圧の変動があり、これが増設することによってさらに大きくなり、電力品質の維持ができなくなり増設後の図でピンク色の矢印で示した箇所を緩和するため蓄電池を用いた出力変動緩和システムを導入することといたしました。
　（クリック）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　出力変動緩和システムの導入により、ピンクの矢印部分の変動を緩和することで系統への連系は可能となりましたが、蓄電池のシステムに係る経費等を考えると発電コストが増大することとなりました。

　また、今後増設を行なう場合にも、系統空き容量の問題等もあり、送電系統の設備増強が今後の風力発電をはじめとする再生可能エネルギー導入にあたっての課題となると思われます。

　以上簡単ではありますが、寿都町での取り組みについての説明といたします。
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